
農業×福祉 

プロジェクトのメリット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

糸を通して 

ヒンメリづくり 

麦ならではの香ばしい香り 

   

 

種まき    麦踏み     

    

麦刈り 
  

茎の節切り 
  

 

1０月中旬～６月初旬

ライ麦を育てる

５月下旬～６月初旬

ライ麦を収穫する

6月中旬～

ライ麦の節を切る

7月～

ライ麦ストローを洗浄し

包装する

ライ麦ストローを使う

使い終えたら土に還す

ライ麦で北欧の

ヒンメリをつくる

脱プラスチック推進の一環として、ライ麦ストローが注目されています。守山区では昨年、人と環境

にやさしいライ麦プロジェクトをスタートし、高齢・障がい・子どもといった世代や障がいの有無を

超えて、これまで４８団体、200 名を超える皆様の手しごとを受け継いでストローをつくりました。

今年も新たに１０月からライ麦の種まきシーズンが始まります。 

持続可能な社会へ願いを込めて、守山区のライ麦プロジェクトにあなたも参加してみませんか？ 

農業 

・園芸活動で自然に触れることができる 

・学校、幼稚園、保育園、福祉施設などで 

・活動を通じて自然環境を学ぶことができる 

福祉 

・子どもから大人まで誰もが参加できる  

・高齢者の生きがいづくり、介護予防 

・障がいのある方の就労の機会の創出 

・ひきこもりの方の参加機会の創出 

 

 

   

守山区「ライ麦プロジェクト」参加者募集 

   

ラ
イ
麦
が
つ
な
ぐ
循
環 

人・環境・土壌にやさしい 

ライ麦を栽培してみませんか？ 

個人で、グループで、企業で、 

自分に合った「スタイル」の 

社会貢献活動 

 

 



    

 

 

2022 年 9 月 

―参 加 申 込 書－ □個人 □グループ □福祉施設 □法人・企業・店舗等    

個人・団体名 （                     担当者名：             ） 

連絡先電話番号 （                         ） 

メールアドレス（任意）（                        ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集期間と内容 ☑ 手しごとの参加 ☑ 場所のご提供 

 １０月中旬～１２月初旬（種まき） 

➊ ライ麦を育てる 

□ 畑やプランターでライ麦を育てる 

  （栽培期間 １０月中旬～６月初旬） 
□ 畑、休耕地 

５月下旬～６月初旬 

➋ ライ麦を収穫する・干す 

□ ライ麦の収穫を体験する 

ライ麦を刈り取り、天日干しする 

□ 雨に濡れない干し場所 

 （例）軒下、ガレージなど 

➌ ライ麦の節を切る（６月～） □ ライ麦の節を切り、葉を取り除く □ 作業場所 

➍ ライ麦ストローをつくる（通年） 
□ ストローの長さに切りそろえる 

   煮沸消毒後、乾燥機で乾燥させる 
□ 作業場所 

➎ ライ麦ストローを使う（通年） 

□ ライ麦ストローを使う 

使い終わったストローを庭や畑にまく 

～土に戻すと分解され、自然に還ります～ 

□ ストロー使用協力店 

□ ストロー販売協力店 

➏ 麦わら細工をつくる（通年） □ ライ麦で麦わら細工のヒンメリをつくる □ ヒンメリの作成場所 

 

 

【企画・実施】  第４次守山区地域福祉活動計画 しごとづくりプロジェクト 

【問合先】 社会福祉法人名古屋市守山区社会福祉協議会 名古屋市守山区小幡南 1-24-10 

TEL 052-758-2011 FAX 052-758-2015 月～金 8:45～17:30（休日・祝日・年末年始除く） 

メール： moriyamaVC@nagoya-shakyo.or.jp 

   

「 あなたの好きなこと 」 からはじめられます  

➊ライ麦の栽培をご協

力いただける方へ「ライ

麦の種」「育て方の説明

書」をお送りします 

無農薬、

無肥料で 

下記①～⑥のうち、希望内容に ☑を入れ、FAX・電話・メールにてお申し込みください 

「手しごと」に参加したい、「場所なら提供できる」という方大歓迎です 

＊  

 

   


